


























































































































2014 『バンクーバーの朝日』 日本 石井裕也
v中国系移民に関する映画作品
表 2
製作年 映画タイトル 製作国 監督
1989
『フルムーン・イン・ニューヨーク』































































https://www.mofa.go.jp/mofaj/press/pr/wakaru/topics/vol38/index.html、(最終閲覧日:2018 年 11 月
28日)。





























10 村上由見子(1997)『アジア系アメリカ人』中央公論社 。v頁の表 2により、1990 年のアメリカ国勢調査






























15 同上書、iii 頁。「無視できない理由は近年アジア系の「増加率」である。全米アジア系の人口は 2000















































































































































































































































表 335(日系移民を描写する映画作品一覧表、製作年代順、全 44 作品)
製作年 映画タイトル 製作国 監督名 移住先36
1951 『二世部隊』 アメリカ ロバート・ピロッシュ アメリカ
1959 『クリムゾン・キモノ』 アメリカ サミュエル・フラー アメリカ
1976 『スリランカの愛と別れ』 日本 木下恵介 スリランカ
1984 『ベスト・キッド』 アメリカ ジョン・G ・アヴィルド
セン
アメリカ
1984 『天国にいちばん近い島』 日本 大林宣彦 フランス
1986 『ガン・ホー』 アメリカ ロン・ハワード アメリカ
1987 『リビング・オン・TOKYO ・タイム』 アメリカ スティーブン・オカザキ アメリカ
1989 『男はつらいよ 寅次郎心の旅路』 日本 山田洋次 オーストリア
1990 『愛と哀しみの旅路』 アメリカ アラン・パーカー アメリカ
1994 『ピクチャーブライド』 アメリカ カヨ・ハッタ アメリカ
1990 『収容所の長い日々』 アメリカ スティーブン・オカザキ アメリカ
1994 『ペインテッド・デザート』 日本 原田眞人 アメリカ
1997 『ニューヨーク・デイドリーム』 韓国 チン・ウォンスク アメリカ
1999 『ヒマラヤ杉に降る雪』 アメリカ スコット・ヒックス アメリカ
1999 『殺人者』 日本 黒川浩行 フィリピン
1999 『無問題』 中国香港 アルフレッド・チョン 中国香港




2000 『純愛譜』 日本・韓国 イ・ジェヨン 韓国




2001 『ムルデカ 17805』 日本 藤由紀夫 インドネシア
2001 『エイブル』 日本 小栗謙一 アメリカ
2001 『天国から来た男たち』 日本 三池崇史 フィリピン
2001 『ソウル』 日本・韓国 長澤雅彦 韓国
2002 『ＨＡＺＡＲＤ ハザード』 日本 園子温 アメリカ
35 映画で国際交流 HP,<http://www16.plala.or.jp/koffice/cinema/index.html>；(Movie & DVD Database)
allcinema,<http://www.allcinema.net/>；中国映画ネットワーク,<https://www.chinafilm.com/>；キネ
マ旬報社,<www.kinejun.com/>；Internet Movie Database(インターネット・ムービー・データベース、略
称：IMDb),<https://www.imdb.com/>(すべての最終閲覧日:2018 年 7 月 15日)。
36 映画の中に描かれたアジア系移民が移住した国のことを示す。
13
2003 『チルソクの夏』 日本 佐々部清 韓国
2003 『最後の恋,初めての恋』 日本・中国 当摩寿史 中国
2004 『北京の恋～四郎探母～』 中国 スン・ティエ 中国
2005 『かもめ食堂』 日本 荻上直子 フィンランド
2005 『プライベート・ムーン』 カナダ デヴィッド・タマギ カナダ
2005 『ミラクルバナナ』 日本 錦織良成 ハイチ
2005 『単騎、千里を走る。』 中国・日本 チャン・イーモウ、
降旗康男
中国
2005 『星になった少年』 日本 河毛俊作 タイ
2006 『燃ゆるとき』 日本 細野辰興 アメリカ
2007 『アメリカンパスタイム』 アメリカ デズモンド・ナカノ アメリカ
2007 『太陽が弾ける日』 日本 横井健司 フィリピン
2008 『海角七号～君想う、国境の南～』 中国台湾 ウェイ・ダーション 中国台湾
2008 『チョコレート・ファイター』 タイ プラッチャヤー・ピンゲ
ーオ
タイ
2008 『七夜待』 日本 河瀬直美 タイ
2008 『闇の子供たち』 日本 阪本順治 タイ
2009 『アマルフィ女神の報酬』 日本 西谷弘 イタリア
2009 『カフェ・ソウル』 日本 武正晴 韓国
2014 『バンクーバーの朝日』 日本 石井裕也 カナダ
表 437(中国系移民を描写する映画作品一覧表、製作年代順、全 33 作品)
製作年 映画タイトル 製作国 監督名 移住先
1985 『非法移民』 中国香港 张婉婷 アメリカ
1987 『秋天的童话』 中国香港 张婉婷 アメリカ
1989 『フルムーン・イン・ニューヨーク』 中国香港 スタンリー・クワン アメリカ
1989 『北京的西瓜』 日本 大林宣彦 日本
1989 『最後の貴族』 中国 謝晋 アメリカ








1995 『少女小漁』 中国台湾 シルウィア・チャン アメリカ
1996 『ラブソング』 中国香港 ピーター・チャン 中国香港
37映画で国際交流 HP,<http://www16.plala.or.jp/koffice/cinema/index.html>；(Movie & DVD Database)
allcinema,<http://www.allcinema.net/>；中国映画ネットワーク,<https://www.chinafilm.com/>；キネ
マ旬報社,<www.kinejun.com/>；Internet Movie Database(インターネット・ムービー・データベース、略
称：IMDb),<https://www.imdb.com/>(すべての最終閲覧日:2018 年 7 月 15日)。
14
1998 『不見不散』 中国 フォン・シャオガン アメリカ
1998 『ジャンクフード』 日本 山本政志 日本
1999 『スイート・ムーンライト』 中国香港 ダンテ・ラム 日本
2001 『グアーシャー』 中国 鄭曉龍 アメリカ
2001 『ダイエット・ラブ』 中国香港 ジョニー・トー、ワ
イ・カーファイ
日本
2001 『ラブ・レター～パイランより～』 韓国 ソン・ヘソン 韓国
2001 『ファイナル・ロマンス』 中国香港 アラン・マック 日本
2004 『素顔の私を見つめて…』 アメリカ Alice Wu アメリカ
2004 『留学青春日記』 中国 キーファー・リュウ イギリス
2004 『歌舞伎町案内人』 日本 張加貝 日本
2005 『ダンサーの純情』 韓国 パク・ヨンフン 韓国
2005 『真夜中のピアニスト』 フランス ジャック・オーディ
アール
フランス
2006 『呉清源 極みの棋譜』 中国 ティエン・チュアン 日本







2008 『しあわせのかおり』 日本 三原光尋 日本
2009 『金山』 中国・カナダ 胡大為 カナダ
2012 『父子 TCK』 中国・カナダ 胡紀華 カナダ
2012 『東京に来たばかり』 中国・日本 ジャン・チンミン 日本





2016 『北京ロマン㏌シアトル 2』 中国 薛暁路 アメリカ
2018 『クレイジー・リッチ！』 アメリカ ジョン・M・チュウ アメリカ
上記の二つの表にまとめたように、日中移民に関する移民記を描く映画作品は 77 作品が
ある。つまり、これまで既に多くの日中移民を描いた映画が誕生している。さらに、その
中から北米に在住する日中移民を描く映画を精選し、表 5 と表 6 によって提示する。整理







製作年38 映画タイトル 時代背景 監督名 監督国籍




1999 『ヒマラヤ杉に降る雪』 1950 年代 スコット・ヒックス オーストラリ
ア
1959 『クリムゾン・キモノ』 1950 年代 サミュエル・フラー アメリカ
1984 『ベスト・キッド』 1980 年代 ジョン・ G ・アヴィル
ドセン
アメリカ
1986 『ガン・ホー』 1980 年代 ロン・ハワード アメリカ
1997 『ニューヨーク・デイドリーム』 1990 年代 チン・ウォンスク 韓国
*1994 『ピクチャーブライド』 1918 年 カヨ・ハッタ ア メ リ カ ( 日
系)















*1994 『ペインテッド・デザート』 1980 年代 原田眞人 日本
*2006 『燃ゆるとき』 1980 年代 細野辰興 日本
*2000 『LIMOUSINE DRIVE』 1990 年代 山本政志 日本
*2001 『able』 1990 年代 小栗謙一 日本
*2002 『ＨＡＺＡＲＤ ハザード』 1991 年 温園子 日本
*2005 『プライベート・ムーン』 2000 年代 デヴィッド・タマギ 未知(日系)
表 6(北米在住の中国系移民映画、映画が描いた時代背景の前後順によって並ぶ。)





1989 『最後の貴族』 1950 年代 謝晋 中国
1985 『非法移民』 1980 年代 张婉婷 中国香港
1987 『秋天的童话』 1980 年代 张婉婷
38 表 5において、製作年の前に「*」の記号は、日系監督が製作した映画のしるし。
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1989 『フルムーン・イン・ニューヨーク』 1980 年代 スタンリー・クワン 中国香港
1991 『推手』 1990 年代 アン・リー 中華民国
1993 『ウェディング･バンケット』 1990 年代 アン・リー 中華民国
1995 『少女小漁』 1990 年代 シルウィア・チャン 中国
1998 『不見不散』 1990 年代 フォン・シャオガン 中国
2001 『グアーシャー』 2000 年代 鄭曉龍 中国
2004 『素顔の私を見つめて…』 2000 年代 Alice Wu アメリカ(中国
系移民二世)
2007 『千年の祈り』 2000 年代 ウェイン・ワン アメリカ(中国
系移民一世)
2012 『父子 TCK』 2010 年代 胡紀華 中国
2013 『北京ロマン㏌シアトル』 2010 年代 薛暁路 中国
2016 『北京ロマン㏌シアトル 2』 2010 年代 薛暁路 中国








監督 描写される対象 作品数 監督 描写される対象 作品数
日系監督 日系移民 11 作品 日系監督 中国系移民 0作品
非日系監督 7 作品 非日系監督 0作品
中国系監督 0 作品 中国系監督 16 作品

































40 第 89回アカデミー名誉賞受賞した。その賞を受賞したアジア人は 4人のみ、黒澤明(第 62回)、サタジ
ット・レイ(第 64 回)、宮崎駿(第 87回)、ジャッキー・チェン(第 89回)。<https://www.cinemacafe.net/>(最
終閲覧日:2018 年 12月 15 日)。
41この映画はジャッキー・チェンが本格的に全米進出を果たした作品。















































































































































図 4 図 5
図 6





























図 9 図 10
図 11-14 は 442 部隊の日系アメリカ人がヨーロッパ戦場に出征するシーンである。客観
カメラを用いて、クロースアップショットで 442 部隊への機密文書を撮っている(図 11)。
また画面に情報説明の挿入タイトルが出現する。観客にこれから始まる物語の時間、対象、






















図 11 図 12






































図 15 図 16





































図 20 図 21
図 22 図 23














図 28 もグレーソン少尉の POV ショットである、そして、ショットサイズの変化により、グ
レーソン少尉の中でカズとの親密感が増したことを強調する。お互いに視線を合わせ、笑
顔を向ける。このシーンを図 29 と比較すると、グレーソン少尉の変化が証明できる。
図 26 図 27










図 30 図 31











































実は図 42 はグレーソン少尉の視点からの POV ショットである。グレーソン少尉の視点によ
り、跳び越しが成功した二世は一人もいないことがわかる。だから、グレーソン少尉の視
点からの POV ショットには壁以外は何も映されていない(図 42)。超ロングショットからミ
ディアム・クロースアップになるショットサイズの変化は二世兵士たちの失敗の結果を強

















図 37 図 38 図 39
図 40 図 41 図 42


























図 46 図 47
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本節では、アメリカ人主人公 Jack とヒロイン Lily KAWAMURA の恋と結婚のロマンスを中
心にシーンを取り上げ、二人の関係を分析する。映画の冒頭にはいつも非常に重要なメッ












52 allcinema(Movie & DVD Database) :アラン・パーカー、















のヒロインの Lily KAWAMURA で隣にいるのは彼女の娘の Mini である。母娘二人は道を歩き










行方法は回想という形である。これからは、ははの Lily は Mini に話した父の話はどのよ
うなものなのかを次のシーンに考察する。
図 1 図 2
図 3 図 4
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Jack が映写技師の職に面接する時が一回目の二重映画(図 5)であり、また Jack は働いて























図 5 図 6
図 7 図 8
次に主人公 Jack とヒロイン Lily は初対面のシーンと結婚のシーンを取り上げる。図 9
－14 を考察し、窓という小道具を使って表した日米の「壁」を探求したい。まずは主人公
Jack とヒロイン Lily は初対面のシーン(図 9－12)を見る。Jack と Charlie KAWAMURA—Lily
の兄−はお昼ご飯を食べるために映画館から出てくる。町の道路を嬉しそうに走っている。
突然、Charlie は左にある一つの店の窓ガラスを叩き、誰かと会話をしているようである。
実は、この店は妹の Lily が働いている店である。その時ちょうど、Lily は店にいる。音を
聞いて店の外を見る Lily の POV ショットがここから始まる(図 9)。Lily の目に移った Jack
と Charlie は店の中を見ている(図 10)。カメラの視点は Lily の視点であり、カメラは店
の中に置かれて Jack と Charlie をミディアム・ロングショットで撮る。Jack の前に一枚の
ガラスが見える(図 10)。
次に、すぐカメラは大きく動いて、Jack の位置にやって来る。ガラス越しで Jack の POV
ショットが始まる。彼の視点から一人の女性がミディアム・クロースアップで映される(図
11)。この女性はヒロインの Lily だ。これが二人の初対面である。面白いのは図 10 と図 11
のショットサイズの違いである。Jack と Lily は二人とも見つめ合い、身を動かしていない
ため、二人の間の距離は変わっていないことがわかる。ただし、Lily の視点から見る Jack
46




から繋がることを暗示しており、実際にもそうである。Jack は Lily に一目惚れする。
その後、Jack は Lily が Charlie の妹であることを知り、慌てて Charlie に「ランチを誘
う」と言いながら、Charlie と一緒に店に入る。店に入ってからすぐに Lily に自己紹介を
はじめる(図 12)。図 12 の構図を分析すると、三人の力関係の情報が得られる。フレームの
中心に、真正面向きで配置される Jack は三人の中で主導権を握っていることがわかる。フ
レームの右側にいる Lily は斜めに映され、フレームの前景に配置される Charlie は後ろ向
きで、顔も全く見えない。この配置によって、Charlie は一番優位ではないという立場が示
されている。しかし、Charlie はまた前景という大切な位置に配置される。監督が意図的に
このような構図をセッティングした理由は、Jack と Lily の付き合いについて、三人の間に
唯一反対の意見を持つ Charlie の存在を強調するためだ。Charlie が持つ反対意見から当時
の日系人はアメリカ人に対する一種の態度が見える。このシーンの中に、Jack は「ランチ
を誘う」と言うとき、Charlie はこう言った。
Charlie: No, No, No, Jack. The Japanese, Jack!
We find you the nest American girl.56
また、Lily がその誘いを受けようとするときには、Charlie はまた「一緒に来ないで」






図 9 図 10
図 11 図 12
この日米友好関係の間に存在する「壁」は上記に分析した構図から得られるだけではな
く、これから考察する Jack と Lily の結婚のシーンからも見える。このことを映画の要素
である小道具を用いて分析したい。肝心な小道具は窓ガラスである。図 10 のように、初対
面の Jack と Lily 間には窓ガラスがあり、また二人の結婚のシーンにも窓ガラスがある。













図 13 図 14











図 15 図 16
図 17 図 18
58 吉田亮編著(2016)『越境する「二世」―1930 年代アメリカの日系人と教育―』現代資料出版、4頁。
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大な祭りの日に、Jack と Mini が町で遊ぶシーンである。シャローフォーカスを用いて、何
かを見つめている Mini をミディアム・クロースアップで撮っている(図 21)。フレームの中
心に、真正面向きで配置される構図は、Mini の重要さを強調する。フレームの中に唯一フ
ォーカスを合わせた人物 Mini は何を見ているのか、という好奇心で観客の注目を集める。




こういう Mini を見て、父の Jack は Mini を連れて、店の中に入り、サンタと写真を撮ろ
うと思っただろう。しかしよく考えると、その時日系人はすでに「友好的敵性外国人」と
認識され、かなり厳しい状況におかれていた。こういった状況の中、なぜ Jack は堂々と Mini
を連れて写真を撮るという行動を取ったのか。それは Jack が三世の Mini は正真正銘のア
メリカ人だと思っているからである。親子二人は列に並び、やっと Mini の番になる。しか
しその時、Jack に思わぬ展開が起きる。サンタクロースを演じた人物が Mini と一緒に写真
を撮ることを拒否したのである。理由は Mini が日本人の子であるから。図 23 は開いた構
図である。登場人物をフレームの中に納めず、オフスクーリンとも言う。フレームの外に











図 21 図 22
図 23 図 24















映画の 01:29:00 から 01:30:28 までのシーンは音楽がある。この背景において、客観的
カメラで映ったのは積極的に現実を受け止めて、収容所の生活に慣れるように真剣に生き
ている強い意志を持った人間たちの姿である。子供たちは小さな教室で勉強している。中















図 27 図 28
図 29 図 30
反抗する人間たち










これから、Lily の POV ショットがはじまり、背景音楽も突然消えてしまう。代わりに、
非常にうるさく聞こえる電動剃刀の音が耳に入る。Charlie が部屋で髪を剃っている姿がミ
ディアムショットで出てくる(図 33－35)。そして、カメラはどんどん Charlie に近づき、
Charlie の顔をクロースアップで撮っている(図 34)。このショットサイズの変化は Lily の
視点から見た光景であり、大きくなる Charlie の顔は Lily の内心の衝撃を反映している。
また、カメラの移動により、観客にも少しずつインパクトをあげることができる。Lily の
53




最後に出てくるのは Mini の顔のクロースアップである。Mini のおでこに「大和魂」とい







図 31 図 32
図 33 図 34



































いく(図 44)。一方、図 42 の次にカットされて出てくる図 43 はお墓詣りが終わって Lily た
ちが戻っていく姿である。ここで面白いのは、図 40、42、44 と図 42、43 の交互に出現さ
せる編集手法、そしてパパ KAWAMURA と Lily 四人が向かう方向が真逆なことである。図 41、
43 のフェンスをフレームの前景に置く構図は、自由を失っている Lily たちの身分や現状が
常に注目され、示される。その反対に、パパ KAWAMURA が死に向かっていく方向はフェンス
の外で自由が取り戻せる道である。こういった反対に進むシーンが交互に現れる編集手法
はパパ KAWAMURA の死の理由を示し、また一方で、Lily たちのような現状を受け入れ、積極
的に生きようとする日系人の人物像を表すことができる。
図 37 図 38
図 39 図 40
図 41 図 42
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や駅は、Lily と Jack の家族構成の継続と発展を表している。 構図とカメラワークから、
監督が伝えたいことをより深く掘り下げることができ、移民が最終的に追求するものは、
移民先での家族の幸福と家庭の円満であると言える。
本章では、主に第二次世界大戦の戦前と戦中の日系移民像を考察した。第 1 章と第 2 章
の分析を通して、戦前と戦時中の北米に在住する日系移民に関する観察を行ったので、次




















59 allcinema(Movie & DVD Database) :スコット・ヒックス、
http://www.allcinema.net/prog/show_p.php?num_p=23812、(最終閲覧日:2018 年 5 月 15 日)。
監督の基本情報は以下のようにまとめられている。「テレビ界でキャリアをスタートしてドラマやドキ
ュメンタリーを手掛ける。ドキュメンタリー「鉄壁・万里の長城」を監督、本作はピーボディ･アワードの
最優秀ドキュメンタリー・シリーズ賞に輝いた。9０年に“Sebastian And The Sparrow”で劇映画監督
デビューし 9０年フランクフルト国際映画祭で作品賞を受賞した他、2 つの国際映画賞を獲得。その後、テ
レビでミニ・シリーズを手掛け、“Submarines: Sharks Of Steel で 94 年度エミー賞特別功労賞を受
賞。続いて完成させた映画「シャイン」が世界各国で話題となり、一流監督とみなされるようになる。」


















はどのように語られているのかを説明する。図 1 と図 2 はハツエの夫のカズオが殺人の容
疑者として疑われる。裁判がはじまる日にイシュマエルは椅子に座り、裁判開始を待つハ

























図 1 図 2




























図 5 図 6



















図 9 図 10
図 11 図 12
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図 15 図 16






















妻 He go away angry?
カール I coudn′t tell. You know KAZUO′s a Jap. You can′t read Japs.
妻 Don′t say that. You don′t mean that.
You fished together. You and he were friends.















見ている(図 20)。彼の視点からの POV ショットにカズオの姿が出てくる。「暗い夜に不気
味で無表情な日本人」、監督は意図的に図 19 と図 20 を通して、映画の始めから危険そう
な日本人のイメージを作った。












図 21 図 22
図 23 図 24
第二次世界大戦が終わった後に、アメリカ戦士として参戦したカズオは地元に戻った。
彼はカールの母を訪ね、自分の父がカールの父から購入した畑の事を相談しようとする場
面である。図 25 から、カールの母の視点からの POV ショットがはじまる。超クロースアッ
















図 25 図 26





















図 29 図 30
図 31 図 32































第 3 章では、第二次世界大戦終結直後の 1950 年代の日系移民とアメリカ人の関係や生活






























74 allcinema(Movie & DVD Database) :ロン・ハワード、
http://www.allcinema.net/prog/show_p.php?num_p=3331&ct=、(最終閲覧日:2018 年 5 月 15日)。




















図 1 図 2






















図 5 図 6















図 9 図 10




















図 13 図 14 図 15
図 16 図 17 図 18
80 赤尾千波(2012)「『ガン・ホ―』との遭遇とアンクル・トム―アメリカ映画における黒人ステレオタイ
プ 研究その 1―」『富山大学人文学部紀要』第 56 号、203 頁。
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図 22 図 23
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図 26 図 27












示だと考えられる。また図 33 と図 34 ではショット・リバースショット、カメラの視点を
繰り返し、TAKAHARA とハントの表情から二人の心理や感情を捉える。図 35 ではカメラは後






図 30 図 31
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図 32 図 33
図 34 図 35





















図 38 図 39
日米初朝体操と映画のエンディング
図 40-42 と図 43-45 をそれぞれ比較して分析する。日本人社員がアメリカに来た後、自
動車会社は再開する。図 40-42 は工場再開直後の日の朝である。この工場はアメリカにあ
り、社員の殆どはアメリカ人だが管理層はほぼ日本人なので、日本の職場文化の一つ：早
朝体操が主張される。図 40-42 は工場再開後、初めての早朝体操時間の光景である。図 43-45








変化があり、図 41-42 の混雑した光景と違って、図 44-45 の綺麗な整列になっている光景
も、とてもインパクトが強いのだ。この比較は衝突した文化(図 40-42)とお互いに理解し、
馴れ合った文化(図 43-45)を示した。異文化融合の前と後の違いが明らかになった。
図 40 図 41 図 42





























































想と違うことを暗示している。夫婦の間には図 3 ー 4 に見られるとおり距離がある。また、
結婚写真なのに、顔の表情に笑顔はない。さらに、背景も綺麗な場所ではなく、何かの工
事現場のような背景が見える(図 3)。変った形の結婚であることが図の内容から伝えられる。
86 allcinema(Movie & DVD Database) :『ピクチャーブライド』、








図 1 図 2
図 3 図 4
ヒロインリヨの初登場と夫のマツジとの初対面























図 7 図 8
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図 9 図 10















図 13 図 14











図 17 図 18
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カナ You already talk like go back Japan.
リヨ 日本に帰りためにはどのぐらい働いたらお金たまりますか？
カナ Take long time save money87.
ここのシーンはリヨとカナの関係が深くなる契機と考えられる。また、図 25 ではロング









図 21 図 22












図 26 図 27 図 28






















図 32 図 33
図 34 図 35
図 36 図 37
図 38 図 39
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図 42 図 43
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図 44 図 45
緑の畑と希望


































進した。アメリカは日系移民の先頭地になった。1868 年、横浜出身の最初の 148 名の日本
移民がハワイへ向かって渡航した89。日本の移民史では、最初の日系移民のほどんどは労働

















89 China National Knowledge Infrastructure：http://www.cnki.net/、(最終閲覧日：2018 年 1 月 16 日)


















図 1 図 2





























図 7 図 8


















図 11 図 12
















































図 15 図 16
























ある(図 21-22)。次の図 23-26 の四つのショットはその「頭脳野球」プレイの場面である。







図 21 図 22
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図 23 図 24
























































を暗示する。図 3 と図 4 を比較すると、強制収容所に送られる前後の日系人の状況の違い
は、両図の構図によって明確に表すことができる。図 3 と図 4 はほぼ同じ構図で、カメラ
も意図的に同じ角度からカズオ一家のリビングの光景を撮っていた。同時に、ボイスオー
バーが行われている。ボイスオーバーによって、「10 日の間に店を閉めて、家具を売り払
い、家の中のものを処分した」という語り手が説明しているうちに、図 4 が出てくる。図 3
と図 4 は基本的に同じ構図をしているが、前景にあるものはすべて消えている。家具が無
くなることにより、カズオ一家が部屋から姿を消したことも示している。日系人が収容さ
れることが図 3 から図 4 への変化により読み取れる。
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図 1 図 2











図 5 図 6
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図 7 図 8
失意のライル
図 9 と図 11 は超ロングショット、図 10 と図 12 はライルの側面のミディアムショットで
ある。図 9 は青い空と白い雲を背景として、注目点はフレームの中央にある強制収容キャ
ンプを包囲する鉄のフェンスである。自由を象徴する空、監禁を象徴する鉄のフェンスは
ライルの視点から見られた風景なので POV ショットである(図 9-10)。この POV ショットを
見ることによって、空とフェンスの激しい対立関係を通じて、ライルの内心の自由への欲
求と現状への絶望という衝突的な気持ちが表れる。
図 9 図 10








































図 16 図 17
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図 18 図 19
図 20
拒否された散髪
帰ってきた兄のレーンが散髪屋で受けた差別のシーンである。図 21-図 24 はレーンが復
員してキャンプに帰る前にアメリカ人の散髪屋に差別され、散髪の要求が拒否されたシー













図 21 図 22








サイズから、図 26 と図 27 より、図 28 と図 29 では、カメラはどんどん人物に接近してい
る。
図 25 図 26
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図 30 図 31
図 32 図 33






















図 36 図 37























図 41 図 42
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図 43 図 44
図 45
一回の散髪に賭けた



















図 48 図 49















図 53 図 54
図 55 図 56








TOKYO ・タイム』を取り上げ、第一部第 4 章と同様に 1980 年代における日系移民像を考察
する。
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第八章 『リビング・オン・ TOKYO ・タイム』に見る言語の壁










その後も「DIRECTED BY STEVEN OKASAKI」と出てくる。
図 1 図 2
この映画では、ヒロインの Kyoko は最初から最後まで語り手として台詞を語っている。
96 allcinema(Movie & DVD Database) 、







98 同上 VHS 情報(1987，00:01:34－00:01:40)。





In Japan we make many plans. We study hard for big exam. We go to the
university. We work for good company and then we have family-approved marriage.
My fiancée was unfaithful to me, so I had to break up my plan. I quit my job at
Matsumoto Electric Campany101 and decided to America. I told my family I want to
have independent American experience, I want to study English and learn about
America. I want to visit Yosemite National Park and I want to see Golden Gate
Bridge. My friend Chikako wrote me from Japan. She said I will be lonely in America,




図 2 が終わった瞬間に図 3 が出て、すでにアメリカにいる Kyoko が超ロングショットで撮
られている。その後、メインタイトルが出てくる(図 4)
図 3 図 4
100 浅沼圭司(2005)『映画における「語り」について』水声社、10 頁。





When I first came to United States, my family wrote me every week. Their







映像は、主人公の Mr.Ken が初めて登場するシーンである。このシーンでは、Ken は彼女に
ふられ、二人が別れる場面が描かれる。
映画の冒頭から現れたヒロイン Kyoko と違い、男性主人公 Ken の姿は映画が始まってか
ら 12 分を経過してもまだ現れない。監督は、この映画に男性主人公は存在しないのではな
いかという印象を意図的に観客の心に刻んでおり、そのため、いざ男性主人公が現れた時
に、その存在感が最大限に大きくなる効果がある。12 分 02 秒の箇所で、ヒロイン Kyoko が
バイトをする店の店長が調理しながら電話をするシーンで Ken の存在が出される。実はこ
の電話がきっかけになり、Kyoko と Ken の国際結婚が成立するのである。Ken が電話に出た






















彼女は写真を取り外した後に Ken に別れを告げ、Ken の家から出ていく。図 7-8 は客観的
カメラで撮られているが、次にカットされて出てくる場面は Ken の POV ショットである。
彼女が強くドアを閉めたため、振動が伝わって壁にかけられているギターも結局床に落ち
る(図 9-10)。客観的カメラを使わず、Ken の視点からの POV ショットで撮ることによって、
彼女の怒りを Ken に感じさせている。しかし、彼女が怒って部屋から出ていくのを見た Ken
の反応は非常に皮肉的である。カメラはもう一度ベッドの前の同じ位置に置かれて、客観
的カメラで Ken を撮っている。Ken は動かないままドアを見ているが(図 11)、しかし次の
瞬間には再び朝食を食べ始める(図12)。このシーンで注目したいのは図6と図11の構図で、
















図 5 図 6
図 7 図 8
図 9 図 10
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図 11 図 12




















がて Ken はフレームからはみ出し、開いた構図になっている(図 15-16)。
127







図 13 図 14
図 15 図 16
図 17-18 から、Ken の視点からの POV ショットが始まる。今まで全く日本に興味を持って
いない Ken が日本人女性 Kyoko と結婚するに至ったきっかけが、この場面にある。POV ショ
ットで撮られた日本舞踊を踊っている日本人女性の姿が、Ken の目に大きく映っている(図
18)。このような日本舞踊を踊るシーンは映画において三箇所あり、いずれも Ken と Kyoko
の運命が変わり始めるところに現れる。前掲の図 17 と図 18 は一回目の場面で、Ken が日本
に興味を持ち始め、やがて Kyoko との結婚を同意するきっかけになる。二回目は二人の結




図 17 図 18
図 19 図 20
図 21 図 22
次に、Kyoko が日本に戻った後のアメリカに残された Ken の反応を考察する。まず、図
23 は、青い背景に Kyoko の顔が一つの場面を占める大きさで映されており、人物の重要性
を表すクロースアップで撮られている。これから話されることがとても重要な事情である
ことを示している。最も面白い展開は、図 24-26 に描かれた、Ken が手紙を読み Kyoko が日
本に戻る事実を知った後の反応である。本節で最初に考察したシーンでは、元の彼女にふ




図 23 図 24















始める。手紙の内容は Kyoko が英語で語っている。初めカメラは Kyoko の後ろに設置され、
Kyoko の頭の横を通り、書かれている手紙をロングショットで撮っている(図 27)。全知の
視点からどの人物が何をしているのを確認できる。次に、カメラは徐々に手紙に近づき、





がロングショットで出現して(図 31)、場面が転換する。Kyoko の全貌が見えて(図 32)、監
督は机に置かれている「みかん」を通して Kyoko から家族への思念を表している。
図 27 図 28
図 29 図 30
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図 31 図 32
英語を勉強したい Kyoko と英語を話すのに疲れた Kyoko、この前と後の変化を、次の図の
比較によって解明する。図 33 と図 34 のシーンが行われる場所は同じで、Ken の部屋の屋上
である。図 33 は二人の姿を撮っているため、図 34 とカメラの角度とは少し異なる。同じ
場所において、図 33 の場面で Ken と Kyoko は英語で話をしている。Kyoko は英語の教科書
を持ち、Ken と一緒に会話をしている。一方図 34 では、場面は大きく変化する。Kyoko は
一人で屋上にいて、しかも、英語ではなく日本語の歌を歌っている。歌いながら Kyoko の
心理を語る声が始まり、このようなセリフがある。
It is better our marriage is temporary. I can not blame Mr.Ken for my
situation. He dose not understand me but it is not his fault. I can not speak
my feeling in English. He can not speak his feeling in Japanese105.















修理する Ken が、威厳を失わせる効果があるハイアングルで撮られている(図 35)、一方、
ややローアングルで Kyoko が撮られている(図 36)。二人とも顔が隠れて、表情が見えない
構図である。目線が合わない二人から、二人はまるで別の空間に存在するような雰囲気が
描写されている。図 37 では、Ken は画面の左半分の空間にいて、Kyoko は画面の右半分の
空間にいる。一見二人はシンメトリーの構図になっているが、よく見ると二人はフレーム
の前景と後景になっており、女の主導的な地位が示されている。







Ken：You know I can't speak Japanese






Ken：Do you want to go out tonight?
Kyoko：いいわ107
話が終わった後に、Kyoko は空間から消える(図 38)。図 37 で彼女は最後の一回に Ken と
コミュニケーションを取ることを試みているが、失敗してしまう。言語の壁を乗り越える
ことが出来ず、Kyoko は Ken の世界から離れる。このように空間の構図により、二人の関係
や二人の力関係を明らかにした。「言語はその文化固有の考え方を映すか鏡108」である。つ
まり、異文化コミュニケーションをとる時、言語は一番最初で重要なものである。
図 35 図 36



































































忘れて幸せを感じようとしている小虎の強い心が表現されている。また、図 4 と図 5 の間
と、図 5 と図 6 の間に、それぞれカットが入っている。
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ことがわかる。図 8 と図 9 の間には同じ顔のミディアム・クロースアップショットがあり、
ショット・リバースショットで二人の無声の交流が撮られている。図 8 の小虎はフレーム
の殆ど真ん中に真っ直ぐに入っているが、図 9 の James は少し側面でフレームの右側に偏
っている。このような構図からは、小虎が James に受け入れてほしいと思う気持ちや、James
がこの状況を拒否または回避したいという気持ちが表現されている。結局、James は小虎を







図 7 図 8
図 9 図 10












トで撮られる(図 15)。図 13 と図 14 の室内の明るさと異なり、急にフレーム内が暗くなる。
James は熟睡しているが、小虎は密かに起きており(図 16)、James に毛布を掛けると小虎
は部屋から去っていく(図 17)。図 18－21 はアクションの一致である。小虎は部屋のドアを
閉めると(図 18)、変装用の帽子を被ってドアに背を向けてその場を離れようとしていたが













図 13 図 14
図 15 図 16
図 17 図 18




























図 22 図 23
図 24 図 25
図 26 図 27
図 28 図 29
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図 30 図 31
図 32 図 33
次に、別れのシーンを考察する。小虎は父親を失い、James との恋愛関係からも目を覚ま
し、結局 James と別れて建設キャンプに去っていくことを決める。図 34－39 は、二人の別
れのシーンである。移動カメラで遠くから近く、二人の抱き合う場面が撮られた(図 34)。
このような撮り方は静止しているシーンよりも時間の長さを感じられるので、二人の別れ







図 34 図 35
図 36 図 37

















































う。図 1 はミディアム・ロングショットで宴会の様子が目の前に映される。図 2 も同じ手












図 1 図 2
図 3 図 4

















図 7 図 8
図 9 図 10
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図 11 図 12











ップ(図 19、図 20、図 21)で被写体としての黄雄屏の表情をフレームの中心に置いて拡大し、
彼女の孤独、失意、あるいは夢を果たせない苦しみやその様子を、カメラを通して映して
いる。
図 16 図 17
図 18 図 19





































李鳳嬌も事業や家庭の問題で落ち込んでいる時期であった。図 22 と図 23 はシンメトリー
の手法で、同じように悩みがある三人の初めての乾杯が撮られている。ここから、三人が
互いを理解し始めたのである。
図 22 図 23
乾杯の後、三人が街に歩き出したシーンに切り替わった。図 24 では右下に車があり、車
は三人の前に位置している。図 25 では左上に車があり、三人の後ろに位置している。図 24
の三人の姿にも注目すると、少し左側に寄っており、一番右側の趙虹の足は跳んでいるよ
うに見える。人間が急に立ち止まる時はこのような姿勢になると考えると、三人の目の前
を車が通ったために、急に足を止めたということが分かる。図 24 と図 25 の二つの図が連
続で撮られ、三人は非常に危険な道路のど真ん中に立っていて、普段は決してしないよう
な危険な行動を取っており、三人が酔っ払っていることがわかる。
図 24 図 25










図 26 図 27















図 30 図 31























図 36 図 37





































やすく、次に POV ショットの手法でマーサが見ている朱老の食事姿が映る (図 4)。しかし、







図 1 図 2
図 3 図 4
映画の初めから 12 分までは、朱老と嫁のマーサが二人きりで家にいるシーンである。次









させる。図 9 は食事の後のシーンで、カメラは図 6 と同じアングルで撮っている。食事後
の二人に相変わらず交流はなく、それぞれ自分のことをし続けている。図 11 と図 12 は POV
ショットで撮られており、朱老は食器を洗いながら窓を通してマーサの動きを見ているが、












図 5 図 6
図 7 図 8
図 9 図 10
110 監督／脚本:アン・リー(2006,00:00:00－00:11:55)。
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図 11 図 12




























図 19 図 20
図 21 図 22









図 25 図 26



























図 1 図 2
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図 3 図 4








図 8 図 9
図 10 図 11

















図 14 図 15






の関係の変化は、小渔が新しい文化と接触し始めたことを意味する。マリオは 「It is your
life!」と小漁に伝え、小漁の女性として、また個人としての自己意識が覚醒し始める。
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図 24 図 25























































図 1 図 2
























図 5 図 6
図 7 図 8
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異邦人である気持ちを表している。図 13 と図 14 は、大同の父と霍がバスに乗って賭場か
ら自宅に戻る途中の、大同の父の姿を取り上げたシーンである。








図 11 図 12







が、ここの図 15 と図 16 を見ると、平等な力関係になっている原因は、大同が息子の許し
を求めるためにわざと息子に弱い姿勢を取った結果であると考えられる。ここでは、大同




























図 18 図 19



























図 25 図 26



















図 29 図 30
図 31 図 32









図 36 図 37
図 38 図 39
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図 40 図 41
デニスのことを受け、大同の父は帰国することを決める。空港でのシーンで、図 42 はア




図 42 図 43






図 46 図 47












図 50 図 51















































































































図 1 図 2
図 3 図 4
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図 5 図 6




































































図 14 図 15
図 16 図 17









図 20 図 21
図 22 図 23
違法にアメリカへ渡り子供を生む違法移民がアメリはには多く存在する。この事実をカ
カの視点からの POV ショットで表明し、金があれば何でもできるという思想が表現されて




図 24 図 25







常に重要な小道具であると言える。図 31 のショットサイズが図 29 よりも大きく変更され
ているのは、金銭を強調するためだと読み取れる。
図 28 図 29














見ている(図 32-33)。この POV ショットは、カカの彼たちに対する羨望の感情を表す。そし
て、映画の中では初めてカカは不倫相手に対しても不満が生じる変化はこのシーンから始
まる。
図 32 図 33
次のシーンでは恋の芽が出始める。不倫相手が側にいない現状と比較すると、次のカカ
とカクシとカクシの娘三人の幸せな時間がカカの感情を変化させたきっかけだと考えられ
る。図 34 は三人の視点から POV ショットである。綺麗な花火は、カカの心の中に花が咲い
たことを象徴している。次に出てくるのは花火を楽しく見ている三人のミディアムショッ
トである。(図 35)。図 36－37 は三人の快楽な雰囲気を表したショットである。特に図 35-37
はシンメトリの構図で、現在三人の友好的な関係を表すだけではなく、未来三人が一つの
ファミリーになるという親密的な関係を暗示している。
図 34 図 35




初に Frank をミディアム・クロースアップで撮っている(図 38)、次にカカのミディアム・












図 38 図 39




図 42 図 43
図 44
恋の花はやっと咲いた。もう一度のクロス編集。





図 45 図 46
図 47 図 48
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運命の場所ーアメリカニューヨークー Empire State Building
映画では、この場所に特殊な意義を与えた。アメリカニューヨークー Empire State
Building はカカの理想な恋の場所、運命の場所である。ゆえに、エンディングをアメリカ















図 49 図 50







































































120 大野一之(2011)「『愛と哀しみの旅路』と『ヒマラヤ杉に降る雪』における歴史とロマンス : ハリウ
ッド映画に描かれた日系アメリカ人」人文学科編『愛媛大学法文学部論集』vol.30、27-49 頁。
203
アメリカ人監督が 90 年代のアメリカ人の視点から作ったこの映画は、90 年代におけるアメ
リカが日本との外交関係では主導権を握ることを示している。
第四章の『ガン・ホー』(1986)において、日米で文化的差異があることが映像によって
























122 田中景(2002)「20 世紀初頭の日本・カリフォルニア「写真花嫁」修業 ― 日本人移民女性のジェンダー














































































































































































































































































『二世部隊』(Go For Broke!) 1951 年. アメリカ.ロバート・ピロッシュ監督.ヴァン・ジ
ョンソン,ジャンナ・マリア・カナーレ主演.MGM スタジオ.(DVD),2011 年,ファーストトレ
ーディング.
『愛と哀しみの旅路』(Come See the Paradise) 1990 年.アメリカ.アラン・パーカー(Alan
Parker)監督.デニス・クエイド,タムリン・トミタ主演.20 世紀フォックス.(DVD),2015 年,20
世紀フォックス・ホーム・エンターテイメント・ジャパン株式会社.
『ヒマラヤ杉に降る雪』(Snow Falling On Cedars) 1999 年，アメリカ.スコット・ヒック
ス監督.イーサン・ホーク，工藤夕貴主演.(DVD),2012 年，ジェネオン・ユニバーサル・エ
ンターテイメント.
『ガン・ホー』(Gung Ho) 1986 年，劇場未公開.アメリカ.ロン・ハワード監督.マイケル・
キートン,ゲディ・ワタナベ,山村聡主演.(DVD),2008 年,パラマウントホームエンタテイン
メントジャパン.





『アメリカンパスタイム 俺たちの星条旗』(American Pastime) 2007 年.アメリカ.デズモ
ンド・ナカノ監督. ゲイリー・コール,アーロン・ヨー,中村雅俊主演.ワーナーブラザー
ス,(DVD),2008 年,ワーナー・ホーム・ビデオ.
『リビング・オン・ TOKYO ・タイム』(Living On TOKYO Time) 1987 年，アメリカ.スティ
ーブン・オカザキ監督.大橋美奈子，ケン・ナカガワ，ケート・コーネル主演.(VHS),1987
年，ポニーキャニオン.
『金山』(Iron Road) 2009 年.カナダ・中国合作.胡大為監督.孫麗主演.CBC.(DVD),販売年
記載無,中影華納横店影視有限公司.
『フルムーン・イン・ニューヨーク』(Full Moon in New York) 1989 年.香港.スタンリー・
クワン監督.マギー・チャン,シルヴィア・チャン,スーチン・ガオワー主演.金采製作/学甫
影業.(VHS),1997 年,アスク講談社.
『推手』(Pushing Hands) 1991 年.台湾・アメリカ合作.アン・リー監督.ラン・シャン,ワ
215
ン・ボー・チャオ主演.(DVD),2006 年,ジェネオンエンタテインメント.
『少女小漁』(Siao Yu) 1995 年.台湾.シルヴィア・チャン監督.劉若英,庹宗華主演.(DVD),
美亜娯楽.
『グアーシャー』(Gua Sha the Treatment) 2001 年.中国.鄭曉龍監督.梁家輝,蔣雯麗主
演.(DVD)北京電視芸術中心音像出版社.





































































































































































































張建偉(2009)「1885 年至 1924 年日本人移居美国的历程原因」『苏州科技学院学报(社会科
学版)』第 26 巻第 2 期、102－107 頁
祝曙光・張建偉(2011)「19 世紀末至 20 世紀 20 年代的移民問題与日美関係」『世界歴史』
第 6 期、42－51 頁
ウェブサイト
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2011 年の 3 月 3 日、それは運命の出会いだ、と私はずっと信じております。その日、勇
気を出して今泉教授の研究生を応募したことは、今までの人生に一番正しい行動だと思っ
ております。今泉教授は筆者の研究生、修士課程の指導教授であり、博士課程の指導教授


































おかげです。毎年、TA と RA を分配してください、そして奨学金の面接に関する指導は何回
もしてくださいました。先生の援助がなければ、学業の完成は絶対にできませんでした。
さらに、日本での研究生活の六年目、2017 年の 11 月に、日本では難病に指定されている
「成人スチル病」という病気にかかり、私の学位取得スケジュールは大きく変わってしま
いました。予想外だった入院、そして連日の検査で、学位取得を諦めていました。その時
も、今泉教授は毎日私の病状を心配してくださり、病棟まで見舞いに来てくださいました。
さらに、病気になった後、延長された博士論文のスケジュールを組み立て直す方法を考え
てくださり、他の教授先生方にスケジュール調整を相談してくださいました。退院後、私
は薬の副作用で体調や精神がひどい状態になり、論文の執筆や研究を進めるのは困難でし
た。その時も、今泉教授はさまざまな支援をしてくださり、暖かく優しい言葉や行動で、
226
私を助けてくださいました。この博士論文が出来上がった恩人は今泉教授だと断言できま
す。今泉教授がいなければ、本研究を完成することはできませんでした。私の人生の恩人、
学問の恩師である今泉教授に、深謝申し上げます。
本論文の副査を務めてくださった筑波大学人文社会系の津城寛文教授と徳丸亜木教授に
は複数回の個人面談の機会をいただき、貴重な時間を割いてさまざまなアドバイスをいた
だきました。おかげで視野が広がっただけでなく、日本語の修正をしていただいたり、貴
重な資料をいただいたりもしました。また論文の審査においては、同研究科の平石典子准
教授に、査読、助言、貴重なコメントを賜りました。津城先生は目の病気にあった時、平
石先生は出張の時、私の論文を査読するためにテレビ電話で助言、コメントをくださいま
した。先生方にも、心より感謝申し上げます。
最後になりますが、七年間、ずっと暖かく見守りそして辛抱強く応援してくださった家
族と友人に、申し訳ないと思いながらも、感謝いたします。
皆様、ありがとうございました。
